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～誰ひとり、取り残さないために、つながります～ 

 

～障害のある人の SOS・相談お待ちしています！～ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

被災した障害のある、みなさんの相談に、対応できるように、がんばります！ 

★食料品・生活用品の相談 

★病院への移動支援や付き添い 

★傾聴などの精神的支援 

★室内の片づけ 

★家屋修理や生活費の相談 

★福祉制度に関する相談 

★避難所などからの引っ越し支援  

https://drive.google.com/file/d/1GUZABc0ITWIK_kzM305m8opTvAojfRW9/view?usp=sharing 
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７月 13日 

 「やわやわと」は 

能登の言葉で 

「ゆっくり・急がず」 

奥能登地域自立支援協議会輪島市連絡会に参加しました。放

課後等児童デイサービスの送迎２コース（①門前町コース②穴水

町コース）について、ＪＤＦ能登支援センターに支援依頼があり、打

合せを行なうことになりました。震災前は、門前町から輪島市街

地まで約 30 分でした。現在は、中屋トンネルが通れず、内陸を迂

回することで約１時間かかります。送迎が出来ずに、利用できて

いない障害のある児童もいるとのことです。 

  

 
協力団体との連携によ

り、とりくんでいます 

珠洲市の避難所で、6 か月間の生活をされていた精神障害

のある A さん、金沢市のグループホームへ引越しするため移

動・相談支援を、８時～１７時まで行いました。会話をする中で、

お互いの気持ちがノリノリに！ 気が付いたら 3 時間経ってい

ました（笑）。入居する際に「嬉しかった！ ありがとう！」と感謝

の言葉をいただき、支援の楽しさを感じる事ができました。そ

の一方で、戦時中の障害者に対する考え方、戦後の障害関連の

法律や政策が原因で、辛いご経験をされてきたことが分かり、

支援と運動の必要性を強く感じた１日となりました。 

（神奈川県・野平） 

 

大好きな自転車も積み込み出発 
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～個別支援のとりくみから～ 

 7月 13日現在、個別支援は「32件」となっています。そのうち、14件が終了し、13件が継

続中、５件が調整中です。これまでは、中能登エリアの七尾市などでの支援依頼が多くありました

が、奥能登エリアの珠洲市・輪島市からの支援依頼が増えています。震災から半年経つなか、少し

ずつですが、復旧・復興に向けて歩みだしていることを感じますが、現地の職員の疲れも蓄積し

ています。障害のある方やその家族も同様です。皆さんの支援を引き続き、お願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 支援を支える募金の協力をお願いします ＞ 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

下記銀行口座または郵便振替口座に払込をお願いします。 
 
○ 銀行振込:ゆうちょ銀行 ○一九（ゼロイチキュウ）店 当座:0750236  

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 
 
○ 郵便振替口座:00120-2-750236 

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 

【ＪＤＦ能登半島地震支援センター】  〒926-0175 石川県七尾市和倉町カ 18 

TEL 070-3288-2303 FAX 050-3457-6915 E-mail jdfnotoshien@gmail.com 

 

https://blog.canpan.info/jdfshiencenter/category_5/1 

 

ホームページ ULRと QRコード 

身体障害のある高齢のCさんの自宅に迎えに行き、入浴施設等への移動支援を行ないました。

本人も楽しみされている能登島の「ひょっこり温泉」（被災者は無料）からスタートしました。避難

先の住まいのお風呂は入りづらく、利用しています。入浴後に、地震で被害に遭われた自宅の様

子を見に行き、ドコモショップ、業務スーパーでのお買い物をしてから帰りました。「いつもありが

とう」と言っていただきました。また、入浴を楽しまれる姿をみると、改めて支援をしてよかったと

思いました。これからも少しずつかもしれませんが、復興に向け頑張っていけたらと思いました。 

（滋賀県・中原） 

以前から、定期的に自宅の片づけをしている B さん。第９クールにおいても御依頼いただきまし

た。内容は部屋の掃除及び周辺の除草です。必要と思われる道具類を揃えて出発です。また、前回

の作業で処分しきれなかったごみがあるので、それも同時に処分してほしいとのこと。到着後現地

を確認、作業開始です。しばらくすると、Bさんより 13時より予定が出来たので除草作業だけで良

いとのこと。時折、雨も降る中、手早く除草作業は終了。「綺麗になりましたね」と満足そうな B さ

ん。除草剤を撒きたいとのことで急遽買い物に行き、散布も完了。ゴミを軽トラに積み込み「ありが

とうございました」と笑顔で手を振る Bさんに見送られてご自宅を後にしました。（滋賀県・安田） 

草抜き前と後 

 

 

入浴施設への移動支援 

一緒に片付けに取り組みました 
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